
事業の目的
　広く国民一般に対し生涯学習に係る活動を実践する場を全国的な規模で提供することなどにより、国民一人ひとりの
生涯学習への意欲を高めるとともに、学習活動への参加を促進し、もって生涯学習の一層の振興に資することを目的と
する。

執行率 99.19%(99.19%) 94.69%(94.69%) 95.37%(95.37%)

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　文部科学省は、開催県に対し事業経費を支出する。開催県は、文部科学省、開催県・県内市町村、関係団体等によ
る実行委員会（実行委員長：知事）を組織し、以下の事業を実施する（平成２１年度）。
(1)生涯学習に関するシンポジウム、講演等     (2)芸術、芸能、スポーツ、レクリエーション等の展示、公演、イベント等
(3)生涯学習見本市（全国の市町村や団体・企業等による展示）    (4)生涯学習体験広場（体験教室、イベントステージ
等）

事業番号 12

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
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・事業実施後20回を節目に実施手法等事業の見直しを行ったところ、祭典的意味合いが強い、開催県の負担が大きい
等の課題が明らかになった。
・このため、平成22年度の高知大会からは、官民協働による生涯学習活動を通じて、社会的課題等の解決を図る取組
を推進することを主たる目的として重点化し、課題ごとに実践、研究討議等を行い、その取組のきっかけづくり、あるい
は成果報告・情報発信の場として位置付けた。更に、全国的な交流を促進し、様々な分野にまたがるネットワーク化を
推進する。
　具体的には、①生涯学習の祭典中心の事業から、事前に社会的課題を複数設定し時間をかけて議論を深め、本事
業において課題解決策をまとめる又は実際の活動に接続する契機とするなど継続的な取組として位置付ける。また、
その成果を全国に情報発信することにより同様な課題解決のベンチマークとする。②事業の効果や効率性等を踏ま
え、開催期間を５日間から３日間に短縮する。③これらにより１２百万円の経費節減（対平成21年度）を図った。
・生涯学習活動を通じて、官民協働による社会的課題の解決を図ることは、新しい公共の担い手育成や活動の広がり
にも資するものであり、本事業を実施する意義は高いと考えているが、高知大会の成果等を踏まえ、更に効果的な事業
実施に向けて改善を図ることとしたい。（平成２３年度岩手県予定）

245 320

22年度 23年度要求

・毎年、開催県を変えて実施。
・平成２１年度は埼玉県で開催。期間中（平成２１年１０月３０日～１１月３日）、埼玉県内全市町村において関連事業を
実施し、全参加者数約２２４万人（延べ人数）。
・秋篠宮同妃両殿下がご臨席。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

未定123(123) 113(113)

19年度 20年度 21年度

執行額 122

・事業の目的に沿った企画・実施がされるよう、計画段階から実行委員会等（６回）に職員が毎回出席し助言を行った。
また、フェスティバル開催中に職員を派遣し、実施状況を把握した。
・事業効果を把握するため、来場者に対してアンケート調査を実施したところ、満足した（96%）、これを契機に生涯学習
に取り組みたい（79％）といった結果を得るなど、生涯学習の普及・啓発という面において成果があった。
・予算の支出先・使途については、実行委員会において審議・議決した。また、文部科学省においても開催県より提出さ
れた報告書等及び県担当者からの意見聴取を行い、検査・確認した。

総事業費(執行ベース) 271

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

生涯学習フェスティバル

生涯学習政策局

一般会計

担当部局庁

生涯を通じた学習機会の拡大

関係する計
画、通知等

教育基本法第３条 教育振興基本計画（平成20年7月1日）

担当課室 生涯学習推進課

予算額(補正後）

上位政策

生涯学習推進課長
藤野公之

108(108) 96

107 103



を含む

〔支出〕

※文部科学省、埼玉県、県下市町村、関係団体等で

　　実行委員会を構成（事務局：埼玉県教育委員会）

※20年度に企画競争で選ばれた企業

職員旅費　　    １百万円
委員等旅費　    １百万円
庁費　　　　    １百万円
生涯学習フェス
ティバル運営費  ４百万円

〔支出〕

文部科学省
＜103百万円＞

開催都道府県の選定、実行委員会等への参画

県

資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

〔公募・委託〕※

（Ａ）埼玉県教育委員会
（実行委員会事務局）

＜312百万円＞

総合開会式・閉会式、生涯学習体験広場の
企画・運営

（Ｂ）株式会社電通東日本、ＴＳＰ太陽株式会
社（共同企業体）

（実行委員会）

＜95百万円＞

総合開会式・閉会式、生涯学習体験広場の
企画・運営

県下市町村

関係団体等

〔その他フェスティバルの実施・運営
に必要な経費を支出〕

95百
万円

95百
万円

217百万円

135百万円

82百
万円



A.　埼玉県教育委員会 E.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

外部委託
株式会社電通東日本、ＴＳＰ太陽
株式会社（共同企業体）

95

0計 95 計

41

B. 株式会社電通東日本、ＴＳＰ太陽株式会社（共同企業体） F.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

人件費 運営スタッフ、会場設営スタッフ等 25

借料及び損
料

必要機材、物品等の借料・損料

その他
運営管理費、通信運搬費、消耗品
費

14

雑役務費 会場設営に要する経費等 15

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

計 95 計

C. G.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

金 額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

0計 0 計



生涯学習フェスティバルの趣旨、事業構成、開催実績
○趣旨

広く国民一般に対し生涯学習に係る活動を実践する場を全国的な規模で提供するこ

 となどにより、国民一人ひとりの生涯学習への意欲を高めるとともに、学習活動への

 参加を促進し、もって生涯学習の一層の振興に資することを目的とする。

≪主催≫

 

生涯学習フェスティバル実行委員会（実行委員長：埼玉県知事）

○事業構成（平成２１年度）

①

 
生涯学習に関するシンポジウム、講演等

②

 
生涯学習見本市（全国の市町村や団体・企業等による展示）

③

 
生涯学習体験広場（体験教室、成果発表等）

④

 
芸術、芸能、レクリエーション等の展示、成果発表

○開会式
秋篠宮同妃両殿下がご臨席

○開催実績

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

開催県 鳥取県 茨城県 岡山県 福島県 埼玉県 高知県 岩手県

期間 10/9～

 10/15
10/5～

 10/9
11/2～

 11/6
10/11～

 10/15
10/30～

 11/3
11/20～

 11/22
10月中旬

 開催予定

入場者
（延べ人数）

２８万人 ８１万人 ８１万人 ５５万人 ２２４万人 － －

1



開催効果①（埼玉県）

Ｑ１

 

まなびピアに来場しての印象は？ Ｑ２

 

まなびピアに来場して「生涯学習」に取り組もう、
又は新たな分野に挑戦しようと思ったか。

○

 
２２４万人の参加・来場者が、生涯学習を身近に感じ、成果発表や

体験活動を通じ、実際に自ら取り組むための動機付けとなった。
○

 
参加団体にとっては、国内最大規模の学習成果発表の場であり、大

会期間中を通じ、県内外の団体間の交流が促進された。

＜参加団体＞
○県内外で活動している教育関係団体やＮＰＯ等

約７５０団体、約１万８千人が参加（うち、県外からは約８０団体）

※

 
大会開催による経済効果は約５１億円（埼玉県調べ）

＜来場者アンケート

 
（回答者総数7,214人）＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

とてもよかった
4,138人

58%

まあまあよかった
2,694人

38%

どちらとも言えない
251人

4%

あまりよくなかった 25人

つまらなかった 12人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

強く思った
1,781人

25%

まあまあ思った
3,790人

54%

どちらとも言えない
1,249人

18%

あまり思わなかった 168人 2%

全く思わなかった 46人 1%

2



開催効果②（岡山県(平成１９年度)の例）

大会全体を通じて

多くの来場者
８１万人

多くの出演・出展者
５３３団体

多くのボランティア
５３７人

多様な学習プログラム
４４３事業

市町村開催地では

公的な生涯学習講座への参加者数
１１０万人（前年度）→１１５万人（当年度）

→１２３万人（翌年度）

「学び」の成果発表、交流の場の提供
のため、県民フェスティバルを開催

おかやま学びの輪※への参加機関・団体数
２０（前年度）→

 

６７（当年度）
→１２２（翌年度）

※県、市町村、各種機関・団体、企業等による
ゆるやかな生涯学習ネットワーク

成果・継承

学習や活動のきっかけづくり
参加しなかった人が参加

学びを実践し、プロデュース
する喜び

活動の喜び、新しい仲間
との出会いと交流

【例】岡山発！まちづくりへ

 
の発信

学校・団体・ＮＰＯ・企業等
との協働で得られたつながり

新たな人とのつながり

ボランティア活動の活性化
（目標：２３年度までに３，８００人登録）

２，９５０人（前年度）→３，０５５人（当年度）
→３，５２５人（翌年度）

公民館における地域活動事業数
６４１（前年度）→６６２（当年度）

→８５１（翌年度）

生涯学習フェスティバルの成果を継承し、生涯学習を振興
＜生涯学習推進体制の整備、ボランティア活動や学習活動の活性化＞
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28.7%

46.6%

13.6%

35.4%

10.8%

53.8%
50.5%

37.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

全国 三重県 滋賀県 愛知県

開催効果③（広域的な効果の例）

○開催県のみならず、近隣の都道府県でも学習活動が活発化
○全国団体の活動の普及と相互のネットワークの強化に効果

4

＜公民館における学級講座の状況＞
○平成12年度

 

三重県開催

平成10年 平成13年 伸び率 平成10年 平成13年 伸び率

全国 407,044 523,984 28.7% 18,171,392 20,128,363 10.8%

三重県 8,216 12,046 46.6% 255,727 393,250 53.8%

滋賀県 5,711 6,486 13.6% 264,273 397,827 50.5%

愛知県 11,791 15,960 35.4% 452,720 621,267 37.2%

講座開設数 参加者数

■講座開設数
□参加者数

＜参加団体における効果＞※例年参加している全国団体への聞き取り結果

・全国団体と各県支部及び支部間のネットワークが強化されている
・フェスティバルに参加することで、当該団体の認知度が高まり組織の拡大と活性化

 が図られている
・近県等各地から参加する指導者が交流・情報交換することで質的向上が図られてい

 る



新しい公共の担い手育成やそれらの活動の継続・拡大

見直し状況①（平成２１年度に実施）

・生涯学習振興の最終段階である「学習の成果を適切に生かすことができる社会の実現
（教育基本法第３条）」に向けた取組が喫緊の課題
→生涯学習の成果を地域や社会での活動に生かしている割合は１７％と低い※

・祭典的傾向が強くなり、生涯学習の普及・啓発以外の目的や成果が曖昧化
・開催県の負担が大きい

・平成元年から２１回開催し、のべ１，６９０万人が参加
・国民の「生涯学習」の認識度が８０％に達する※など、生涯学習の普及・啓発の面において

大きな成果
・様々な分野の成果発表を通じ、全国的な交流を促進

２２年度高知大会から

○目的（学習の成果を生かす）
・官民協働による生涯学習活動を通じて、社会的課題の解決を図る取組を推進するこ

とに重点化
○手法（課題解決のための継続的な取組の推進及び情報発信の場

 
等）

・課題ごとに実践、研究協議等を行い、その取組のきっかけづくり、成果の報告、情報
発信の場として位置付け

・全国から関係者が参加・交流することによる人的ネットワーク形成と実践活動の拡大

成

果

課

題

5

※平成２０年

 

生涯学習に関する世論調査



１９１，５５０千円

６２，１８２千円

５８，０６１千円

７６，７７２千円事 業 費

１５，９０３千円
運 営 費

３３，０３０千円
広報・宣伝活動費

本省執行

２６，９２３千円

文部科学省

総合開会式・閉会式
生涯学習体験広場・生涯学習

 
見本市（H22は情報発信市）等

１０２，９１０千円

事務局の運営、実行委員会

 
等の開催、ボランティア、会場

 
使用料等

文部科学省

９６，４０４千円

＜埼玉大会（見直し前）＞ ＜高知大会（見直し後）＞

５８，４４８千円

１８，９６０千円

７，５９２千円

１１，４０４千円７，９１０千円

９５，０００千円

※高知大会は
予算ベース

うちテーマ別フォーラ

 ム開催事業費

見直し状況②

事業内容
○記念事業（スタンプラリー、ご当地検定等）
○主催事業（サッカー教室、演奏）
○共同開催事業（国際フェア、姉妹州フェア等）

○開・閉会式の簡素化

○フォーラムやパネルディスカッション

（地域課題の解決に向けて取組）

期 間 ５日間 ３日間

うち開閉会式
73,540千円

（国費69,433千円）

うち開閉会式
16,350千円

（国費12,448千円）
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総予算額 319,703千円
国費 102,910千円

県費等 216,793千円

総予算額 164,032千円
国費

 

96,404千円
県費等

 

67,628千円



高知県の取組①

○

 
社会的課題解決を図るための継続的な取組（実践・人材育成・全国への情報発

 信など）の推進
○

 
各県のＮＰＯ・企業・生涯学習等教育関係団体・行政関係者等への参加により、

 高知大会の成果を踏まえた全国的な展開を推進
○

 
「教育の日」を宣言し、知事のリーダーシップのもと県全体で教育を推進

テーマ
１

テーマ
４

テーマ２

テーマ３
東部地区

西部地区

高知市

フォーラム名 テーマ

(1)環境フォーラム 環境保全活動におけるＮＰＯ等との連携と環境教育

(2)地域再生フォーラム 地域再生における高等教育機関が果たす役割

(3)地域コミュニティフォーラム 学校を核とした地域コミュニティの再構築

(4)人材育成・キャリア教育

 フォーラム
人材育成とキャリア教育～今こそ、青少年の底に眠る

 龍馬ＤＮＡをよびさませ～

7



高知県の取組②
課題解決のための継続的な取組と全国展開

＜事前の取組＞ ＜フォーラム開催時＞ ＜事後の取組＞

○

 

産官学民の人的交流が促進され、高知県における課題解決への機運が高まり、地域住民を巻き

 込んだ継続的な取組が活発化
○

 

全国から参加するＮＰＯ・企業・行政・教育関係団体等が、フォーラムの成果をベンチマークに各

 地で取組を推進
○

 

大会により形成された関係団体等のネットワークを中心に各地において取組が促進され、全国的

 な取組が一層推進
○

 

開発された手法を参考に他の課題解決にも活用

○学習会参加者等による
NPO等推進団体の組織化

と継続的な取組
（地域モデルの実践）

○全国の関係団体やＮPO
等とのネットワーク化

○情報発信と収集・提供の
ハブ化

＜見込まれる成果＞
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全国のＮＰＯ、企業、生涯学習等教育関係

 
団体、行政等が参加

○全国各地の先進的な取組の発表
ＮＰＯ団体、企業、行政等

○パネルディスカッション等により、有効な
取組手法等について研究協議

○現地体験学習

○今後の取組指針や施策提言の取りまとめ

○現況調査の実施

○全国の先進事例の収集

○課題解決のための学習会等
の開催
・県内のNPO、関係団体、企業、

学校や有志等により構成
・地域モデル案の作成と試行

＜効果検証＞

高知大会の効果は、外部有識者による検証委員会を設けて検証
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